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平成 27年度第 4 回成田市総合計画審議会会議録 

 

１ 開催日時 

  平成 28 年 1月 15 日（金） 午前 10時 00 分～11 時 00 分 

 

２ 開催場所 

  成田市花崎町 760 番地 

  成田市役所議会棟 3階 第三委員会室 

 

３ 出席者  

  (委員) 

野平会長、新井委員、小梶委員、清水委員、小野委員、 

竹内委員、山﨑委員、小泉委員、匝瑳委員、髙仲委員、山崎委員 

  (事務局) 

企画政策部 根本部長 

企画政策課 金光係長、髙橋副主査、長野主任主事 

 

４ 議事（要旨） 

（１）次期総合計画基本計画（最終案）について 

  基本計画の原案から追加された項目について説明した。 

 

（２）次期総合計画実施計画（最終案）について 

   実施計画の原案から追加された項目について説明した。 

   その後、成田市次期総合計画の基本計画（案）への答申の内容について、委員の方々

に意見を求めた。 

 

（３）その他 

   今後のスケジュール及び視察研修について説明した。 
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５ 質疑等 

（次期総合計画基本計画（最終案）について） 

□ 「1-3-4 地球環境にやさしいまちをつくる」の中の施策の方向 2 において、地域エネ

ルギー会社への出資を行うとあるが、具体的にはどういった内容なのか。 

→ 成田市と香取市と民間企業の共同出資によりエネルギー会社を設立するものであり、

成田市では「成田富里いずみ清掃工場」でのごみの焼却によって発電した際の余剰電

力を会社に提供し、香取市では太陽光発電の電力を提供する。一旦それらの電力をエ

ネルギー会社に購入してもらい、その後、安く本市に提供していただくという、エネ

ルギーの地産地消を推進していくものである。 

 

□ 今までの会議の中でも出てきているが、成田市はスポーツツーリズムや大学誘致など、

様々なことに取り組んでいる。これからは、それらの取組みを積極的に発信していく

ことが重要だと考えている。資料に関しては非常にいいものが出来上がっていると思

うので、これからもよろしくお願いしたい。 

 

 

（次期総合計画実施計画（最終案）について） 

□ 「1-3-3 ゴミ処理の適正化と環境衛生の向上に努める」の主要事業として、「成田富

里いずみ清掃工場維持管理事業」があるが、その中にある「草・枝木再資源化」とは

具体的にはどういった内容なのか。 

→ 今までは草や枝木に関しては清掃工場で焼却していたが、ウッドチップなどに再資源

化するために、搬入された草や枝木の処理を外部に委託するものである。 

 

□ 千葉大の教授がテレビのインタビューで成田市を評価していた。今後も空港、新勝寺、

大学などの特色を生かしたまちづくりを進めていって欲しい。 

 

□ 「6-2-3 情報の共有化によるまちづくりを推進する」の主要事業として、「ケーブル

テレビ視聴エリア拡大事業」があるが、具体的にはどういった内容なのか。 

→ 来年度については、ケーブルテレビの視聴エリア拡大に向けた調査や設計を行う予定

であり、その後工事を進めていくような流れになると思われる。まずは騒音地域から

順次始めていこうかと考えている。 

 

□ 今後、スポーツツーリズムを推進していく上で、ニーズを的確にとらえた施設整備を

計画していっていただきたい。 
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□ 今、子どもをたくさん産みたいと考えている女性が増えてきている。多子世帯に対す

る成田市独自の補助は行っているのか。 

→ 市が単独で行っているものはないが、国が多子世帯に対する支援を拡充している。 

 

□ 成田は全国的に見ても若い世代が増えてきている地域なので、多子世帯に対する市独

自の施策があってもいいと思う。また、男性の育児参加、家事参加に対する講習など

も子育て支援としての施策になると思うので検討して欲しい。 

→ 国では地方創生を推進しており、少子化対策について力を入れている。各地方自治体

においても、それぞれが地方版総合戦略を策定し、人口減少に歯止めをかけようとし

ている。本市としても合計特殊出生率を 1.42 から 1.62 に引き上げるという目標を立

てており、今後も子育て支援施策を重点的に実施していく。 

 

□ 国家戦略特区事業について、今後の展開のイメージや最新の情報についてお聞かせ願

いたい。 

→ 1 月 12 日に国際医療福祉大学の起工式が行われた。本市での医学部設置が認められた

ことを受け、千葉県に医師不足を打開するための支援をしていただけるように話を進

めているところである。よって一部報道では最大の支出は合計で 130 億円と言われて

いるが、その金額よりは下がると考えている。 

また、大学と地域との連携については、毎年定期的に会議を設けたいと考えており、

現在、そのための組織づくりを進めているところである。 

 

□ 卸売市場については特区の関係や建替えの関係など、いろいろと取り沙汰されている

が、この機会に市場の場所を空港の近くに移すなどの抜本的な考え方をもって、今後

の整備に取り組んでもらいたい。 

→ 市場審議会において、空港の近くに適地があれば移転をすることも考えて進めていき

たいと市長が発言していることから、移転も視野に入れて検討していくが、現時点で

の審議会からの答申は、現状での再整備となっているので、今後修正が図られていく

のではないかと考えている。 

 

（その他） 

質疑等なし 

 

 

６ 傍聴  

  ２名 


